
 

平成２８年度実施事業行政評価に係る外部評価 開催概要 

開 催 概 要  

会議等の名称  平成２８年度実施事業行政評価に係る外部評価⑦  

「「「「包括的支援事業（生活支援体制整備等）包括的支援事業（生活支援体制整備等）包括的支援事業（生活支援体制整備等）包括的支援事業（生活支援体制整備等）」」」」【【【【福祉施策福祉施策福祉施策福祉施策課】課】課】課】    

開 催 日 時 平成２９年８月５日（土）午前９時３５分から１０時４５分まで  

開 催 場 所 市役所西庁舎２階 第７・８会議室  

出席者氏名  

（敬称略）  

外部評価委員（長久手市行政改革推進委員）  

副会長 中島 美幸  

委員 樋口 和則  

委員 山口 秋男  

委員 島田 智子  

担当課 福祉部長 中西 直起  

    福祉部次長兼福祉施策課長 成瀬 拓  

    福祉施策課課長補佐 山田 美代子  

事務局 総務部長 青山 均  

    行政課長 飯島 淳  

    行政課課長補佐 児玉 剛  

    同主任 加藤 優作  

傍聴者人数  ３人  

問合せ 先 長久手市総務部行政課 ０５６１－５６－０６０５  

備   考   

 

外部評価委員の 

意見等 

・現行で専門職が担っていたものについては、制度移行後もできる

限り専門職で担っていってほしい 

・国が制度を改正したときには、市として柔軟に対応してほしい 

・総合事業との連携は重要（連携して実施すること） 

・高齢者（高齢者福祉事業等）のニーズを共有すること 

・民間（地域）と行政の連携を進めるうえで、個人情報等の壁が課

題である（声かけもしづらい） 

・関係者間のネットワークを構築することは重要であり、その中心

として、生活支援体制の担い手を増やしていくことと感じた（見え

る関係性を築いていくことが重要） 

・生活支援サービスが広がってくれば、自ずと顔が見える関係がで

きてくる 

・全方位的な取組が重要 

・生活支援コーディネーターの活動等について、情報提供していく



 

こと 

・ワンコインサービスと生活支援サポーター制度の棲み分けの整理

やマッチングが必要 

・生活支援サポーターの利用について、有償を考えてもよい（頼む

側も頼みやすい） 

・評価票Ａ票の「今後の方向性」の『多様な地域資源の活用』とい

う文章表現について、改めた（配慮した）方がよい 

 

講評・まとめ  ・高齢化の問題は劇的に変わっていくと思うため、システムが重複

しつつも狭間を埋めていくことが重要 

・現在進行形で進んでいる事業のため、事業を実施しながら、検証

（チェック）していくことが重要（評価も他の事業とは違うモノサ

シが必要） 

 

 


